
各世代が笑顔あふれ　るまちづくり実現へ
一般会計予算 87億4,600万円
特別会計予算 57億3,999万円
企業会計予算 8億4,900万円

施政方針で述べた事業とは。
①総合的なごみ処理を推進するため、老朽化した中間処理場を整備する。
② 安心安全を守るため「松伏町地域防災計画」の見直しと、「地震・洪水ハザード

マップ」を改訂する。
③ 乳幼児期に親子で触れ合う場を新たに緑の丘公園内に発達を促せるエリアを整備する。
　  引き続き「カレーのまちづくり」を推進し、商業の活性化と交流人口の増を図る。

また、松伏・田島地区で建設を想定している「バスターミナルを併設した道の駅」
の整備計画を進める。
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子育て支援
児童館空調設備改修工事　 新規 2,522万円

学童クラブ空調機修繕工事 新規 143万円

健康福祉 保健センター空調設備修繕工事 新規 157万円

農業基盤整備 魚沼用水路整備事業 新規 5,000万円

生活基盤整備

町道３号線歩道整備事業 継続 6,869万円

橋りょう長寿命化経費 新規 1,185万円

町道12号線金杉地区舗装整備事業 継続 1,100万円

公園長寿命化計画策定委託料 新規 600万円

生活環境
中間処理場整備事業 繰越・継続 53,122万円

地震・洪水ハザードマップ作成事業 新規 700万円

地域防災計画改訂事業 新規 450万円

１　令和２年度の重点施策

4　／／／まつぶし議会だより　第109号／令和2年5月28日



各世代が笑顔あふれ　るまちづくり実現へ

令和２年度の教育予算は、８億8,326万４千円　前年度比3,001万１千円の減

予算=賛成多数で可決

中間処理場整備工事費は４億8,721万円、建屋の規模など概要の説明を。
敷地面積は約3,900㎡、鉄骨づくりで建築面積は約1,200㎡、工場棟の高さは約９ｍを予
定。令和３年度以降には、ごみ処理系統プラントの設置を予定している。

「松伏町地域防災計画」改訂業務委託料、地震・洪水ハザードマップ作成業務委託料の説
明と、ハザードマップの全戸配布はいつ頃か。
現在の地域防災計画は、平成27年３月に改訂された。国の避難勧告などのガイドライン
改正、最大規模の浸水想定が公表されたことで見直す。ハザードマップは、埼玉県の河川
管理の影響によるもので、作成後、速やかに全戸配布する。

特色ある教育活動推進事業交付金の内容は。
特色ある教育、児童・生徒の個性を伸ばし、豊かな人間性を育成する創意を生かした体験活動。
教育支援員報酬は前年度と比較し234万4,000円の減額。その理由は。
令和２年度の勤務時間は、7.5時間で時間額は1,001円となる。長期休業中の勤務はない。新
たに支給する期末手当20万889円と試算し、年額として15万4,814円の増となる。

　前例にとらわれることなく、逆転の発想や
やわらかな発想の中、事業の選択と集中で予
算編成された。
　主要事業の老朽化した中間処理場の整備、
社会資本整備総合交付金による町道３号線
拡幅事業、橋りょう長寿命化など、事業の推
進を図る。
　町民の安心安全を守るため、「松伏町地域
防災計画」の見直しや「地震洪水ハザードマッ
プの改訂」を一日も早く実施することを望む。

　予算規模が大きくなった背景には、国が実施して
いる影響もある。消費税の10％への増税の影響も。
　実態とかけ離れたマイナンバーカードの発行を
前提とした補助金等は、住民の利益にならない。
　地域の要望の多い事業を進めることは賛同する
が、高齢化が進んでいる松伏町の中で、高齢福祉や
障がい者福祉の分野で、職員の増加が図られて
いない。
　常に進化を目指したまちづくりが必要になってい
るが、予算案は進化の道を歩んでいる実感はない。
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討論賛　成 反　対

２　ごみの中間処理場整備計画

３　地域防災計画の改訂

４　教育
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